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１．はじめに

　文部科学省による「令和元年度通級による指導実施
調査について」1）によると，通級による指導を受けてい
る児童・生徒数は平成30年度123,095名，令和元年度
134,185名である。1年間で7.3%増加している。また，
言語障害のある児童生徒は937名増加している。通級に
よる指導を受けている児童・生徒数は平成5年度から増
加傾向が続いており，今後も増加することが予想される。
このような動向を踏まえ，小学校学習指導要領（平成29

年）2）には，障害のある児童などに対しての特別支援学
級又は通級による指導については，教師間の連携に努め，
効果的な指導を行うことの必要性が記載されている。
　ユニバーサルデザインの観点から小学校通常級におけ
る指導上の配慮・支援についての調査3）4）は行われてい
るが，言語障害通級指導教室（以下，ことばの教室）に
通う児童のように言語面で特に配慮・支援を要する児童
に視点を当てた調査は少ない。言語障害のある児童の指
導について，ことばの教室ではどのような配慮・支援を
行っているのか，また，通常の学級ではことばの教室に
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通う児童へどのような配慮・支援を行っているのかにつ
いて検討する必要がある。
　そこで本研究では，通常の学級の担任とことばの教室
の教員を対象とした質問紙調査を行い，ことばの教室に
通う児童における指導上の配慮・支援について情報を収
集した。ことばの教室を利用する児童に対する通常の学
級における支援の実態を明らかにすることともに，言語
障害通級指導教員（以下，ことばの教室の教員），およ
び通常の学級の担任の考えを知ることを通して，在籍学
級における支援に関する今後の指針を得ることを目的と
した。

２．方　法

２．１　研究参加者
（１）通常の学級の担任
　東京都内のA市のことばの教室に通う児童を担当す
る通常の学級の担任48名を対象に質問紙調査を行った。
48部配布し41部回収できた（回収率85.4%）。対象となっ
た児童数は56人（構音障害33人，吃音11人，言語発達
の遅れ 6人，読み書き6人）であり，回収した質問紙に
対応する児童数は50人であった。
（２）ことばの教室の教員
　A市のことばの教室の教員6名を対象に質問紙調査を
行った。教員経験年数は４～13年であった。うち1名の
み通常の学級の学級担任経験があり，経験年数は6年間
であった。
　本研究では児童への対応方法のみ調査しており，個人
情報は収集していない。学校の管理職の承認を得て実施
した。

２．２　手続き
（１）通常の学級の担任への質問紙調査
　ことばの教室に通う児童を担当する通常の学級の担任
に対する質問紙調査においては，表1に示す質問項目を
設けた。

表１　通常の学級の担任への質問紙調査の質問項目

（２）ことばの教室の教員への質問紙調査
　ことばの教室の教員への質問紙調査においては，通常
の学級の担任への質問紙調査の結果をふまえて，ことば
の教室の教員としての考えを尋ねる質問項目を設定した
（表 2）。

表２　ことばの教室の教員への質問紙調査の質問項目

３．結　果

３．１　通常の学級の担任へのアンケートの結果
　表 3に質問紙の回答結果を示す。学級担任が通級指導
利用児への配慮・支援の参考にするものとしては，こと
ばの教室の担当者からのアドバイスが最も多かった。
　ことばの教室に通う児童への配慮・支援について，実
際に実施している割合と有効と感じる割合に差がある
配慮・支援があることが明らかになった。実施している
割合が，有効だと感じる割合を上回るものに「当該児
童を中心に机間指導を行う」「ペア読み・一斉読みを行
う」「座席の位置を工夫する」などが該当した。また，有
効だと感じる割合が，実施している割合を上回るものに
「指で押さえながら読むように指導」「支援員の配置」「板
書を写真やプリントにする」「拡大教科書・拡大コピー」
などが該当した。学級担任が難しいと感じる指導には文
章の読解，文章の音読があげられた。

表３　質問紙への回答結果

質問項目
・教員経験年数
・ ことばの教室の教員として，児童の主訴別に必要だ
と感じる通常の学級での配慮・支援
・ ことばの教室の教員からみた，通常の学級の担任が
有効とは思うが実施していない配慮・支援についての
実施が難しい理由と実施のための方策
・ ことばの教室の教員として，通常の学級の担任が
難しいと感じる指導項目の実施の際に考えられる配
慮・支援
・ことばの教室での指導で大切にしている配慮・支援

質問項目
・学級の人数
・通級指導利用児の継続的な校内検討の有無
・ 通級指導利用児への支援・配慮を行う上で参考にしてい
るもの
・ 通級指導利用児への支援・配慮として実施していること，
および有効であると感じる支援・配慮
・クラスの子ども達への働きかけ
・通級指導利用児への指導で難しいと感じる内容

学級の平均人数 32.5人
1学級当たりの通級児数 1.2人
ことばの教室に通う児童のうち，校内委員会で継
続検討されている割合 53%

通級児への配慮・支援の参考にしているもの
ことばの教室の担当者からのアドバイス 80%
保護者からの情報 66%
ことばの教室で作成した個別の指導計画 59%
児童本人からの申し出 44%
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３．２　ことばの教室の教員への質問紙調査の結果
（１）�ことばの教室の教員として，児童の主訴別に必要

だと感じる通常の学級での配慮・支援
　構音障害，吃音については周りの児童への理解促進，
言語発達の遅れについては一斉指示の理解の確認や個別
対応，読み書きの困難については宿題の量の調整などの

配慮・支援が特に必要だと考えられているという結果と
なった。表 4に結果（2人以上の回答があった項目の抜
粋）を示す。

表４　�ことばの教室の教員として，児童の主訴別に必要だ
と感じる通常の学級での配慮・支援の内容（抜粋）

※（　）内は複数回答の場合の人数

（２）�ことばの教室の教員からみた，通常の学級の担任
が有効とは思うが実施していない配慮・支援につ
いての実施が難しい理由と実施のための方策

　通常の学級の担任への質問紙調査において，有効とは
感じていても実施が難しい可能性のある配慮・支援の項
目が示された。この配慮・支援の項目について，ことば
の教室の教員に実施が難しい理由と実施のために必要な
ことについて質問した。
　理由については，予算の不足やふりがな付きテストな
どを無料で申請できることを知らない担任がいること，
担任の多忙さから余裕がないこと，児童が特別扱いだと
感じて拒否してしまうことなどが挙げられた。
　実施に必要だと思うことについては表 5に示す。個別
の課題に対して，ルール作りやスリットの使用などの解
決策が出された一方，研修やデータの周知など市や学校
全体での取り組みの必要性も指摘された。
　

主訴 配慮・支援

構音障害
・ 周りの児童への理解促進を行う（からかい
の防止）（４）
・言い直しをさせない（２）

吃　音

・ 周囲の児童への理解促進を行う（からかい
の防止）（４）
・ 困る場面について本人と相談し手立てをこ
うじる（３）
・急かさず最後まで話を聞く（２）
・音読時の一斉読みを行う（２）

言語発達の
遅れ

・一斉指示の際の個別対応を行う（３）
・ 座席位置を前方にし，指示の理解などを確
認する（２）

読み書きの
困難

・ 読み書きに関する宿題の量を調整する（６）
・ルビのあるテストを使用する（３）
・授業中の音読や板書の量を調整する（２）
・ 補助手段（タブレット等）を使えるように
する（２）

校内委員会で示された指針 24%
校内の他の教員からのアドバイス 17%
その他 12%

ことばの教室に通う児童への配慮・支援 実施し
ている

有効と
感じる

当該児童を中心に机間指導を行う 44% 32%
ペア読み・一斉読みを行う 41% 24%
指で追いながら読むよう指導する 37% 39%※
座席の位置を工夫する 37% 22%
横で個別に指示を説明する 22% 22%
タブレット端末やデジタル教科書を利用する 20% 24%※
テスト問題の読み上げを行う 17% 10%
拡大教科書・拡大コピーを行う 15% 24%※
宿題の量の調整を行う 12% 15%※
支援員を配置する 7% 20%※
宿題の難易度の調整を行う 7% 17%※
ふりがな付きテストを利用する 7% 15%※
教科書の分かち書きを利用する 2% 17%※
板書を写真やプリントにする 0% 20%※
その他 15% 12%

クラスの子ども達への働きかけ
ことばの教室に通う児童の頑張りを級友に伝える 61%
通級についての説明や理解授業をしている 34%
通級児への支援（手伝い）の依頼をしている 7%
その他 12%

難しいと感じる指導
文章の読解 27%
文章の音読 20%
漢字の読み書き 17%
グループディスカッション 15%
クラスメイトとの関係を良好にすること 15%
算数の文章題 10%
学習への意欲の向上 7%
算数の九九 2%
保護者との連携を取ること 2%
ひらがなの読み書き 0%
カタカナの読み書き 0%
他の教員と連携を取ること 0%
その他 15%

※ は有効と感じるが，実施できていないと答えた担任がいる
項目
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表５　�ことばの教室の教員として，通常の学級の担任が
有効と感じても実施の割合が低い配慮・支援の実
施に必要だと思うこと

※（　）内は複数回答の場合の人数

（３）�ことばの教室の教員として，通常の学級の担任が
難しいと感じる指導項目の実施の際に考えられる
配慮・支援

　通常の学級の担任への質問紙調査で「文章の読解」「文
章の音読」「漢字の読み書き」「グループディスカッショ
ン」などの指導内容が難しいと感じられていることが明ら
かになった。この指導内容を通常の学級で実施する際に
考えられる通級指導利用児への配慮・支援について，こ
とばの教室の教員に質問した。表 6に結果の抜粋を示す。

表６　�ことばの教室の教員として，通常の学級の担任が
難しいと感じる指導項目の実施の際に考えられる
配慮・支援（抜粋）

 ※（　）内は複数回答の場合の人数

（４）�ことばの教室での指導で大切にしている配慮・支援
　ことばの教室での指導の際の配慮・支援で大切にして
いることには，なんでも話し合える関係作りや自己の長
所や成長を時間できるようにすること，保護者のニーズ
を取り入れたり，保護者に児童の頑張りを伝えること，
エビデンスに基づいた指導を行い通常の学級での適応を
促すことを意識することなどが挙げられた。

４．考　察

　本研究で対象とした，ことばの教室に通う児童のうち，
校内委員会で継続検討されている児童は53.1%であり，
約半数だった。校内委員会での継続検討は，言語面で特
に配慮・支援が必要な児童への対応について学校全体で
取り組んでいるかどうかの1つの指標になり得ると考え
られる。
　通常の学級の担任が，ことばの教室に通う児童への配
慮・支援を行う際に参考にするものとして，ことばの教

カテゴリー 必要だと思うこと

宿題の難易度や
量の調整

・ 宿題の量の減らし方をいつも同じように
決めておき（全体指示の半分など），毎
回どのように減らすかなどの指示を出さ
なくてもいいようにする

支援員の配置
・予算を増やす
・ 関係者（管理職や教育委員会など）が
支援員の有効性を知る

ふりがな付きテ
ストや分かち書
き教科書の活用

・データの存在を周知する

板書内容の写真
やプリントでの
配布

・ 板書に対する教員の意識改革のための
研修を行う（２）
・タブレットを個人配布する
・通級児以外にも実施し特別感をなくす

指で追いながら
読むよう指導

・宿題で実施する
・スリット，リーディングルーラーを使用する

タブレット端末
やデジタル教科
書の活用

・ 環境を整備する（回線の強化，タブレッ
トの確保，デジタル教科書の購入）
・操作の研修を行う
・ 簡単に操作できるようなタブレットを導
入する
・ ICTを活用した配慮の成功例などの説明
を行い，市教委に働きかける

拡大教科書・拡
大コピーの活用 ・タブレットで拡大できるようにする

全体に関して ・ 一教師でやるには限界がある。学校全体
として共通理解をする

指導内容 配慮・支援

文章の読解
・事前にどんな内容かを伝える（２）
・状況を図式化する（２）
・文章を読み上げる

文章の音読

・斉読を行う（３）
・ 教員やデジタル教科書の読み上げを聞か
せる（２）
・  事前に音読を宿題にし，内容を理解させる

漢字の読み書き

・漢字にルビをふる
・ 場面やエピソードと結びつけて読みの定
着を図る
・ 唱えて書いたり，パーツ分けして名前をつ
けたりする

グループディ
スカッション

・話型を提示する（２）
・キーワードを視覚提示する
・話し合われた内容を文字にして残す

クラスメート
との関係を良
好にすること

・コミュニケーションの仲介をする

算数の文章題 ・文章を視覚化する（絵での提示）
学習への意欲
の向上 ・スモールステップで課題意識をもたせる

算数の九九 ・制限時間を設けない

全体に関して

・ 児童が「何がどの程度できるか」の把握
を行ったうえでの配慮，支援を検討する
・先行学習を行う
・視覚情報を提示する
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室の担当者からのアドバイスが最も多かった。これは，
通常の学級の担任とことばの教室の担当者の間で連携が
取られていることを示唆する。
　ことばの教室に通う児童への実際の配慮・支援では，
机間指導やペア読み・一斉読みなどが多く行われ，板書
を写真やプリントにすることや教科書の分かち書きを利
用することはほとんど行われていなかった。本研究で対
象となった児童は，構音障害，吃音を主訴とする児童が
多く，話すことに関する配慮・支援の項目の割合が高く
なったのではないかと考えられる。
　また，ことばの教室に通う児童への実際の配慮・支援
については，実施している割合と有効だと感じる割合に
差がある項目が多くあった。このことから，通常の学級
の担任からみて，①実施してはいるが有効だと感じられ
ない配慮・支援，②有効だとは思うが実施できていない
配慮・支援の両方があることが明らかになった。まず，
①に該当するものには，「当該児童を中心に机間指導を
行う」「ペア読み・一斉読みを行う」「座席の位置を工夫
する」などがあった。効果が感じられないものについて
は，児童の実態に対して本当に必要な支援・配慮であ
るのかなどを検討する必要があるだろう。②に該当する
ものには，「指で押さえながら読むように指導する」「支
援員を配置する」「板書を写真やプリントにする」「拡大
教科書・拡大コピーを使用する」などがあった。有効だ
と感じるが実施できていないと答えた教員の実態として
は，過去にその配慮・支援を実施したところ有効だった
が継続的に行うことが困難な状況，児童の実態から有効
だと想定されるが実際に行うことが困難な状況などが考
えられる。実施が困難であることの理由については，こ
とばの教室の教員への質問紙調査でも触れた。ことばの
教室の教員の考えでは，予算の不足やふりがな付きテス
トなどを無料で申請できることを知らない担任がいるこ
と，担任の多忙さから余裕がないこと，児童が特別扱い
だと感じて拒否してしまうことなどが挙げられた。さら
に，実施するために必要なことについても，ことばの教
室の教員の考えを聞いた。実施のために必要なこととし
て，担任ができること（個別の課題に対して，ルール作
りやスリットの使用などの解決策）と市や学校全体で行
う取り組み（研修の実施やデータの周知など）が存在す
るという考えがあることが明らかになった。ことばの教
室の教員は，言語面で特に配慮・支援が必要な児童につ
いて，どのような配慮・支援が有効なのかといった専門
性や，通常の学級の担任と連携してきた経験をもつため，
その考えは，児童への配慮・支援を検討する際に参考に
していく必要があると考える。今後は，担任ができるこ
と，市や学校全体でできることの双方について，支援・

配慮を行いやすくするための通常学級の担任の考えも踏
まえ，より詳しく明らかにしていく必要性があるだろう。
　クラスの仲間への働きかけについては，ことばの教室
に通う児童の頑張りを級友に伝えることが最も多く行わ
れていた。通級についての説明や理解授業については
34%で，あまり多くはない結果となった。しかし，こと
ばの教室の教員への質問紙調査のうち，児童の主訴ごと
に必要だと感じる配慮・支援として周りの児童への理解
促進は多く挙げられていた。特に構音障害や吃音を主訴
とする児童への配慮として挙げられており，今回通常学
級の担任への質問紙調査で対象となった児童は構音障
害と吃音の割合が高かったにもかかわらず，通級につい
ての説明や理解授業の実施は3割程度であった。理由
としては，児童が問題なくクラスに受け入れられていた
り，障害についてクラスの子ども達に話すことを本人が
嫌がっている可能性が考えられる。
　ことばの教室に通う児童への指導について，通常の学
級の担任が難しいと感じるものには，文章の読解や音読
が挙げられた。ひらがな，カタカナの読み書きや，保護
者や他の教員と連携を取ることについては難しいと感じ
る教員は少なく，校内の他の教師や家庭との連携は取り
やすいという実態が示唆された。担任が難しいと感じる
指導について，それらを行う際に考えられる配慮・支援
も，ことばの教室の教員の考えを聞いた。特に難しいと
感じられる文章の読解の指導については，事前学習や状
況の図式化などが有効であると考えられていた。先行学
習と視覚情報の提示は，文章の読解以外の指導でも大切
だと考えられていた。先行学習については，ことばの教
室でも行われている実態がある。在籍学級とことばの教
室で連携を密にし，在籍学級での学習進度に合わせた指
導をことばの教室でも行うことがより有効であると考え
られる。
　ことばの教室での指導における配慮・支援では，何で
も話し合える関係作りや自己の長所や成長を実感できる
ようにすること，保護者のニーズを取り入れたり，保護
者に児童の頑張りを伝えること，エビデンスに基づいた
指導を行い通常の学級での適応の促進を意識することな
どが挙げられた。ことばの教室に通う児童の実態を的確
に把握し，一人ひとりに寄り添った配慮・支援を行うこ
とが意識されていることが示唆された。
　本研究では，一校のことばの教室に通う児童達を担当
する教員らを対象に質問紙調査を行ったため，現状や意
見に偏りがあった可能性がある。今後の課題としては，
より多くの地域の教員を対象に情報を収集し，言語面で
特に支援が必要な児童への指導上の配慮・支援を検討す
る必要がある。また，今回の質問紙では，読むこと，書く
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ことに関する支援の項目を多く設けたが，今後は，児童
の実態に合わせて，話すことや聞くことに関する支援も十
分に検討していく必要がある。質問紙に掲載する支援内
容の再検討と，児童の実態ごとに情報を分析し，支援の
現状と課題を明らかにすることが必要だろう。また，児
童の発達段階や学年により学習内容が変わっていくため
に，必要な支援は変化することが予想される。学年ごと
での配慮・支援の比較，検討も今後必要である。
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